
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ ひとの集まる空間づくり 

【施設の状況写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設の利用写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光資源としての利用状況】 

地域住民や県民からも海水浴や憩いの場として利用され、今後はビーチバレー大会等のイベ

ントを繰り広げ地域の活性化に一躍担っています。また近年は余暇の増大により利用客も年々

増加の一途をたどっております。 

広い人工海浜の整備により親子で気軽に海水浴

等が楽しめます。 

駐車場やシャワー施設等の施設が充実している

ので利便性に優れています。 

週末には地元住民や観光客が東屋の下でバーベキュ

ー等のビーチパーティーでにぎわっています。  
ビーチには常に監視員が配備されており子供達

も安心して泳げます。 



（様式２）

テーマ ひとの集まる空間づくり 

【社会資本の基礎データ】 

○名称 宇堅ビーチ 

○所在地 うるま市 宇堅 

○事業名 港湾海岸環境整備事業 

○事業主体 沖縄県 

○事業期間 平成３年～平成１７年 

【社会資本の役割・効果】 

○海岸の保全 

宇堅海岸は天然の海岸であったが浸食が著しく、異常気象には後背後地の民家や農地など 

の影響が懸念されていたため、海浜回復等の環境整備により良好に保全されています。 

 

○レクレーション施設としての利用 

地域住民や県民からも海水浴や憩いの場として利用され、今後はビーチバレー大会等のイベ

ントを繰り広げ地域の活性化に一躍担っています。また近年は余暇の増大により利用客も

年々増加の一途をたどっております。 

【位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連ホームページ】  

 

宇堅ビーチ 

うるま市

アクセス方法：那覇バスターミナルより 23 番乗車し、うるま市役所本庁舎前で下車 本庁舎から徒歩 20 分

         （沖縄電力具志川火力発電所の隣に位置します。）  


